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 憲法共同センター「９の日」宣伝 新署名で訴え 

軍事費よりいのち・くらしのために税金使え! 

敵基地攻撃能力・大軍拡に前のめりの岸田政権を変えよう！ 
 

憲法共同センターは 12 月９日昼、新宿駅西口で「９の日」宣伝を行い 11 団体 21 人が参加しま

した。「憲法改悪を許さない全国署名」が提起されて初めての宣伝でしたが、署名には 18人の方が

協力してくれました。昭和 10年生まれという女性は、「戦中、戦後世代。戦争はダメ。近頃の動き

は危険。がんばってください」と言って署名してくれました。 

 

日本民主青年同盟常任委員の青山 

昴平(こうへい)さんは、「コロナ禍で学

生のくらしを守るため食料支援を行い、

全国でのべ 10 万人を超える若者に支

援物資を渡した。１日に１食しか食べ

られないなど状況は深刻だ。若者が苦

しんでいるのに敵基地攻撃能力など軍

事力の拡大を許すわけにはいかない」

と訴えました。 

農民連の町田常高さんは、「岸田政権

は憲法を変え、海外派兵できる軍隊に

変えようとしている。軍事予算は６兆

円を超えた。今年の米価は１俵 7000～9000 円で、これでは農民はタダ働きということになる。コ

ロナ禍で昨年の米が余っており、400～500億円あれば買い取れるので、政府に実施してほしい」と

指摘しました。 

日本共産党の吉良よし子参議院議員は、「６日に臨時国会が始まったが、岸田首相は所信表明演

説で憲法改正の章を立てて強調し、改憲・軍拡に前のめりだ。敵基地攻撃能力保有と言ってミサイ

ルや爆撃機を購入し軍事力を強化することは憲法９条違反だ。憲法破壊を許してはいけない」と強

調。軍事予算が６兆円を超えているのに、文部科学予算は４兆円規模だと指摘し、「優先順位が違

うのではないか。軍事予算ではなく、教育予算を抜本的に増やすべき」と訴えました。 

全労連女性部部長の舟橋初恵さんは、「女性の貧困に心を痛めている。女性の６割は非正規で働

き、コロナ禍で仕事を失ったり、シフトが減らされたり、いのちを絶つ方も大勢いた。いのちを守
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る政治と言うなら、予算は戦争するための武器に使うのではなく、社会保障、福祉、教育に使い、

支援が必要な人たちに届け切ってほしい。＃Me Tooなど女性たちが声をあげたことで社会が変わる

ということが広がりつつある。おかしいことには声をあげ続けていこう」と呼びかけました。 

憲法会議事務局長の高橋信一さんは、「維新の会が参議院選と憲法改正の国民投票の同日実施を

言っているが、改憲派の政党でも考えが違うし、日程的に無理だ。岸田政権は、敵基地攻撃能力の

保有を言うが、それは、ミサイルが打たれる前に打つ。やられる前にやるということだ。打たれた

ら反撃、また反撃ということになり戦争になる」と危険性を訴えました。 

日本原水協事務局長の安井正和さんは、「自民党は憲法改正推進本部を『改正実現本部』に改め

たが、その議論を見ると『憲法改正の議論は歴史的なものであり、民主主義、立憲主義を高めるも

の』と言っているが信用できない。アベスガ政権は、安保法制の強行、モリ・カケ、桜で政治を私

物化し、日本学術会議会員の任命を拒否した。岸田政権は敵基地攻撃能力を所信表明で言っており、

民主主義・立憲主義と言っても信用できない。政府は核兵器禁止条約に背を向け続けている。軍事

力でなく、憲法９条を生かした平和的な外交を」と訴えました。 

 

●兵庫 

太子 9 条の会、14 周年のつどいを開催 

憲法守れとともに、地球環境も重大 

2007 年に太子町在住の 4 人の呼びかけ人で発足した「太子 9 条の会」が 12 月４日、14 周年の

つどいを斑鳩寺(いかるがでら)聖徳会館で開きました。町内にニュースを 169 号まで届け、網干駅

前宣伝も 5 ～10人で続けてきた経過も報告されました。 

岸田政権の改憲前のめりや「敵基地攻撃能力」による大軍拡、さらに公明・維新の改憲加速の動

きの中だけに、冒頭から「大変な事態」の空気のなか、近隣の上郡９条の会代表もかけつけてあい

さつし、大谷康文斑鳩寺住職の戦争戦跡訪問の感想を兼ねたごあいさつなど充実したつどいとなり

ました。 

学習会は「気候危機とエネルギー・原発問題」をテーマにパワポ画像で元関電社員の速水二郎さ

んが詳しく講演。このあと質問が６件も出され理解が深まりました。 

閉会あいさつでは、「改憲で大変な事態」であるとともに、子どもや孫たちの時代に地球を残さ

なければならない「人類共通の死活的責務」がよくわかったので、15年目に向けてさらに幅広い活

動にしようと強調されました。 

 

当面の行動 

12月 14日(火)総がかり行動 ウィメンズアクション 18時～ 有楽町イトシア前 

12月 16日(木)総がかり行動 街頭宣伝 18時～ 新宿駅西口 

12月 19日(日)総がかり行動 19日行動 14時～ 国会議員会館前 


